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音声 スペク トル分析 による ニホンザルの
Coo-soundcoordinationについて
三谷雅純
序 論
ニホンザルにおける音声コミュニケーションの
研究は.Itani(1963)によって開始された｡
Itaniは,その研究の中で.直接耳で区別するとい
う方法で,ニホンザルに37種類の音声を認めて
いる｡次いでGreen(1972)は.音声スペクトル
分析を用いて.音声のパターンを視覚的に表現し,
ニホンザルの音声を記載した｡ これらの研究に対
し.ニホンザルの音声の機能について.具体的な
例を示したのがMori(1975)であった｡ Mori
は.グルーミングに至る二個体問の近接の過程で
交わされる音声シグナルを.細かに記載した｡
これらの研究の限界は,森林という環境に直接観
察をはばまれ.発声者を特定できない.あるいは
エサ場における研究であるという点にある｡
Itaniも指摘するとおりutani1963)ニホンザル
の音声は.群れの遊動と最も密接に結びついたシ
グナルである｡したがって.遊動というニホンザ
ルの生活の動的側面の中で,個体識別にもとづい
た研究を行うことによって,音声のより正確な役
割を知り得ることができると考えられる｡本研究
では.tcoo'soundcoordinationに銀点をあて.
音声スペクトル分析の技術を用いて音声による個
体同定を行い.そのcoordinationnetworkのよ
うすを明らかにした｡
方 法
屋久島に棲息する野生ニホンザルのうち.日割
岳西斜面の.通称Mグループと呼ばれる.1982年
5月現在28頭よりなる群れを対称とし. そのう
ち成猷のみ雄4頭雌8頑について1982咋4月か
ら5月にかけてサンプリングを行なった｡記録方
法は.5分を1観察ユニットとし,各個体ごとに
120観察ユニット(10時間)の記録をとるfocal
animalsamplingmethodと,テープレコーダー
によって発声を連続的に記録するという二位の方
法を併用した｡テープレコーディングによって,
合計33時間の録音,2700のtcoo'soundcoordi-
nationのサンプルが得られた｡
個体ごとに安定したパターンを持つtCOO'sound
は.音声か らその発声者の同定が可能であると
考えられる｡そこで.音声に表われる個体同定の
ための指椿として.1.基底振動数 2.発声時間
(Duration) 3.Formantの3つを選んだ｡韮
底振動数は.声門の個有振動数に依存し声の苗さ
を決める周波数であるが,雄が雌よりも低く.ま
た年令を経るに従って低くなることがわかった｡
発声時間は.雄が雌より短く.年令的には.若年
および老年で長く,その中間の年令では短くなる
ことがわかった｡Formantは.基底振動数の各倍
音のうち.声道の共鳴によって特にエネルギーの
災申した周波数部位のことであるが.凪などの彫
饗で常に使用できる指標とならなかった｡したが
って.指標 1,2によって個体は同定され.指標3
は,他の個休ごとの特徴と合せ補助的に用いられ
た｡
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